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100 100 100 A

○児童に生活の
スタイルを定着さ
せる 85

79
87.5
91

92
102
107

B

○防災教育を深
化させ西日本豪
雨災害を風化さ
せない

100 100 100 A

○基本的生活習
慣を定着させる

90

84
99
92
96
77
78

93
110
102
106
85
86

B

○体力を向上さ
せる

65
48
63
58

73
96
89

B

80 100 125 A

80 92 115 A

令和7年9月

令和７年度　　評価計画及び自己評価

　　宮原中学校区　校番　　１２　学校名　　呉市立宮原小学校　　　　　　　　　　　

a　学校教育目標

　自ら学び共にのびる
〈小中一貫教育目標〉
　資質・能力に支えられた
　　　　　　　「生きる力」の育成

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

〈ミッション〉
（学校の使命）　学力の向上　　社会性・規範意識の涵養

〈ビジョン〉
（将来の学校像）　宮原小学校で学んでよかった，宮原小学校で学ばせて
　　　　　　　　　　　よかったと思える学校

下半期
重点

d 中期（３年間）
経営目標

e 短期（今年度）
経営目標

c　中期経営目標を
踏まえた現状（進捗
状況）と今年度の重
点

h
目標値

本中学校区では，「資質･能力に支えられた『生きる力』の育成」を小中一貫教育目標に，児童の学力の向上と社会性･規範意識の涵養に取り組
んでいる。本校でも，学力の向上のために「子どもの問いを生かした『考える授業』づくり（呉市教委）」により教師の授業改善を図った。授業改善
の視点を共通理解し日々の授業や校内研修等で実践･研究しており，教師の授業力や児童の学力は向上している。今年度も主体的･対話的で深
い学びの実現にむけて，「子どもの問いを生かした『考える授業』づくり」による授業改善をさらに推進し，「子どもが『分かる』『できる』授業」となる
ことを目指す。児童の社会性･規範意識の涵養に向けて「生活のスタイル」の指導，実践と「防災教育の深化」により児童の自己指導力の育成を
図ってきた。組織的・継続的な取組により，そうじ，あいさつ，くつそろえは児童に身に付いてきた。今年度も「生活のスタイル」の指導，実践を継続
し確実な定着，習慣化を図るとともに，いじめを絶対に許さない安心・安全な学級風土の醸成を目指す。また防災教育において，災害が起きた
（起きそう）なときの避難行動についての理解を深め実践的な避難訓練等を実施し，児童の自己指導力の一層の向上を図る。

育成すべき資質・能力 知識及び技能　　　論理的思考力・判断力・表現力　　　主体性・協働性　　自己指導力（自律･貢献）　　　郷土愛

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

○新体力テストの達成率
・５０ｍ(呉市）
・ボール投げ（小中一貫）
・シャトルラン（本校）
　全国平均を上回る（男女）

○児童アンケート
「いじめはどんな理由があっても許されないと思
う。」における肯定的評価

○児童アンケート「自己有用感」に関する項目
　「自分にはよいところがある。」における肯定的
評価

○健康カードの達成率
・にこにこ健康カード
　（早寝・早起き・しっかり朝食)
・児童アンケート
　（家庭学習・メディアコントロール）
　児童の達成率

○児童アンケート「主体的な学び」に関する項目
　「授業では，自分の考えを，わけをつけて表現し
ています。」における肯定的評価

85

自己評価

上半期

児童に自己指
導力の育成

○生活のスタイル
・スタイルを守るよさの指導と評価
・委員会活動等高学年の参画

○積極的な生徒指導
・安心・安全な学級風土の醸成

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

○災害が起きた（起きそう）なときの避難の仕方，
場所が分かっている児童の割合

80
0人

○重点項目の達成率
・あいさつ（自分から先に）
・くつそろえ（下足・トイレ）
・そうじ（さしすせそ掃除）
　教師の見取りによる児童の姿

★★

「主体的・対話
的で深い学
び」を実現する
授業改善

★

児童の基本的
生活習慣の定
着と体力の向
上

○生活リズムの定着

○体育科の授業改善
・運動量の増加
・投げる・走るの繰り返し

○「分かる」「できる」授業づく
り
・学びのルールの徹底
・課題提示・発問の工夫
・協働する場の工夫
（宮小サークルトーク）
・学習の振り返りの場の設定
・個を大切にした支援の充実
　（特別支援教育の視点）

○教材研究・教材解釈
・適切な言語活動。数学的な活動
・「分かる」「できる」仕掛けづくり

〇誰もが安心・安
全な環境で学べ
る学校風土の醸
成

貫

○「自分の命は自分で守る」
　　　　　意識と実践力の向上

★★★

〇子どもが「分か
る」「できる」授業
に改善する。

貫

○単元テストの平均点
・国80点以上・算75点以上
・国算の正答率30％未満の児童

A

95 111 A

業
務
改
善

教職員が自らの意欲と
能力を発揮できる教育
環境の整備

○児童と向き合う時間を確保していると感じる教
職員の割合

○日々の業務の中で充実感を得られていると感じ
る教職員の割合

○働きやすい職場環
境を実現する

○協働できる職員の人間関
係作り
○ＩＣＴの効果的な活用

国８５
算８３
０人

国１０６
算１０３

100

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２


